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近
代
日
本
研
究
第
三
十
五
巻
（
二
〇
一
八
年
度
）

研
究
ノ
ー
ト

井
上
角
五
郎
の
朝
鮮
情
報
に
関
す
る
基
礎
的
調
査原

田

環

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
井
上
角
五
郎
（
一
八
六
〇
―
一
九
三
八
、
戸
籍
上
は
一
八
五
九
年
生
ま
れ
）
が
発
し
た
朝
鮮
に
関
す
る
情
報

を
調
査
す
る
こ
と
に
あ
る
。

井
上
角
五
郎
は
福
沢
諭
吉
の
門
下
で
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
に
福
沢
諭
吉
に
よ
っ
て
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
、
一
八
八
六
年

ま
で
三
年
間
滞
在
し
た
。
井
上
角
五
郎
が
朝
鮮
に
赴
く
名
目
は
、
同
行
の
高
橋
正
信
と
同
様
に
当
初
は
「
留
学
」
で
あ
っ
た
が
、

出
発
に
あ
た
っ
て
、
福
沢
諭
吉
か
ら
朝
鮮
の
事
情
を
絶
え
ず
伝
え
る
こ
と
、
特
別
の
事
件
が
あ
る
と
き
は
特
別
の
通
信
を
、
平
常

は
井
上
角
五
郎
の
日
常
の
日
記
を
基
に
し
た
情
報
を
送
る
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
井
上
角
五
郎
は
『
時
事
新
報
』
の
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朝
鮮
駐
在
の
通
信
員
も
兼
ね
た
の
で
あ
る
。
こ
の
井
上
角
五
郎
の
通
信
を
取
り
上
げ
る
場
と
し
て
『
時
事
新
報
』
に
「
朝
鮮
通

信
」
欄
が
設
け
ら
（
1
）

れ
た
。
後
述
の
『
交
詢
雑
誌
』
に
井
上
角
五
郎
の
朝
鮮
関
係
記
事
が
多
い
の
も
、
福
沢
諭
吉
の
指
示
が
あ
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

井
上
角
五
郎
が
福
沢
諭
吉
に
送
っ
た
朝
鮮
情
報
は
、『
時
事
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
か
な
り
の
分
量
が
あ
り
、

掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
含
め
る
と
、
相
当
な
分
量
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
福
沢
諭
吉
の
朝
鮮
に
関
す
る
言

説
は
、
井
上
角
五
郎
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
に
多
分
に
依
拠
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
井
上
角
五
郎
は
朝
鮮
に
於
け
る

福
沢
諭
吉
の
耳
目
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
『
脱
亜
論
』
を
初
め
と
す
る
こ
の
時
期
の
朝
鮮
に
関
す
る
福
沢
諭
吉
の
言
説
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
井

上
角
五
郎
が
発
し
た
朝
鮮
情
報
の
客
観
的
正
確
性
を
検
討
し
た
上
で
、
福
沢
諭
吉
の
事
実
認
識
の
あ
り
方
と
そ
の
妥
当
性
を
検
討

し
、
彼
の
朝
鮮
論
の
評
価
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
井

上
角
五
郎
が
朝
鮮
に
滞
在
し
た
一
八
八
三
年
か
ら
三
年
間
を
中
心
に
、
彼
が
発
し
た
朝
鮮
に
関
す
る
情
報
を
調
査
し
た
も
の
で
あ

る
。

1
．
井
上
角
五
郎
の
略
歴

ま
ず
井
上
角
五
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
彼
の
経
歴
は
、『
井
上
角
五
郎
自
記
年
譜
』（
私
家
版
）
に
依
れ
ば
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
彼
は
戸
籍
上
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
、
実
際
は
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年
に
、
備
後
国
深
安
郡
野
上
村
（
現

在
の
広
島
県
福
山
市
古
野
上
町
）
に
、
井
上
忠
五
郎
・
ス
ミ
子
夫
妻
の
五
男
一
女
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
家
の
家
業
は
農
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業
で
あ
っ
た
。
父
・
忠
五
郎
が
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
に
病
没
し
た
後
は
、
母
の
女
手
一
つ
で
育
て
ら
れ
た
。

一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
、
福
山
藩
の
藩
儒
山
室
汲
古
に
師
事
し
て
漢
籍
を
学
ん
だ
。
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
、
山
室
汲
古

の
推
薦
で
、
福
山
藩
の
藩
校
・
誠
之
館
に
入
学
し
た
が
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
改
革
に
よ
り
、
漢
籍
教
育
か
ら
欧
米

の
学
問
に
転
換
し
た
た
め
、
母
の
指
示
に
よ
り
、
誠
之
館
を
退
学
し
た
。
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
村
内
の
小
学
校
の
教
員
と

な
っ
た
。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
、
広
島
県
立
尋
常
師
範
学
校
（
現
在
の
広
島
大
学
教
育
学
部
）
に
入
学
し
、
一
八
七
七
（
明

治
一
〇
）
年
に
卒
業
。
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
、
深
津
郡
や
安
那
郡
の
小
学
校
教
員
と
な
っ
た
。

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
、
同
郷
の
小
林
義
直
を
頼
っ
て
上
京
し
、
数
日
後
、
紹
介
状
も
な
く
福
沢
諭
吉
を
訪
ね
、
福
沢
家

の
子
女
相
手
の
漢
文
の
住
み
込
み
の
家
庭
教
師
（
書
生
）
と
し
て
採
用
さ
れ
、
慶
應
義
塾
に
も
通
っ
た
。
こ
の
時
井
上
角
五
郎
は

「
無
上
の
幸
福
」
を
感
じ
た
と
言
う
。
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
、
福
沢
諭
吉
の
紹
介
で
後
藤
象
二
郎
の
秘
書
と
な
っ
た
。
こ

の
年
、
集
会
条
例
違
反
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
七
月
、
慶
應
義
塾
を
卒
業
し
、
慶
應
義
塾
の
塾
員
、
評
議
員
、
交
詢
社
社
員
と
な
っ
た
。
こ
の
年

の
一
二
月
、
竹
添
進
一
郎
弁
理
公
使
、
牛
場
卓
造
、
高
橋
正
信
、
松
尾
三
代
太
郎
、
原
田
一
ら
と
朝
鮮
に
渡
っ
た
。
こ
の
時
の
井

上
角
五
郎
の
資
格
は
前
述
し
た
よ
う
に
、「
留
学
」
と
『
時
事
新
報
』
の
通
信
員
で
あ
っ
た
。
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
一
月
、

竹
添
進
一
郎
弁
理
公
使
一
行
は
漢
城
に
着
き
、
牛
場
卓
造
、
高
橋
正
信
、
松
尾
三
代
太
郎
、
原
田
一
、
井
上
角
五
郎
ら
は
金
玉
均

と
朴
泳
孝
が
用
意
し
た
苧
洞
に
あ
る
邸
宅
に
落
ち
着
い
た
。
同
年
四
月
、
牛
場
卓
造
、
高
橋
正
信
、
松
尾
三
代
太
郎
、
原
田
一
ら

が
帰
国
し
た
が
、
井
上
角
五
郎
は
朝
鮮
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
後
朝
鮮
政
府
の
統
理
機
務
衙
門
顧
問
の
清
国
人
・
馬
建
常
が
帰
国
し

た
の
に
伴
い
、
同
年
六
月
、
井
上
角
五
郎
は
統
理
機
務
衙
門
に
雇
わ
れ
た
。
統
理
機
務
衙
門
は
、
清
の
総
理
各
国
事
務
衙
門
を
モ

デ
ル
に
設
立
さ
れ
た
開
国
政
策
と
外
交
の
機
関
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
金
玉
均
、
朴
泳
孝
、
井
上
馨
、
福
沢
諭
吉
は
喜
ん
だ
と
い
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う
。同

年
一
一
月
、
統
理
機
務
衙
門
の
中
に
博
文
局
が
設
け
ら
れ
、
井
上
角
五
郎
は
こ
こ
で
、
官
報
と
新
聞
を
兼
ね
た
『
漢
城
旬

報
』（
旬
刊
）
の
刊
行
を
始
め
た
。
当
初
、
こ
の
刊
行
は
牛
場
卓
造
、
高
橋
正
信
ら
が
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。
博
文
局
か
ら
は
、

井
上
角
五
郎
が
翻
訳
し
た
『
万
国
政
表
』
等
も
出
版
し
た
。

井
上
角
五
郎
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
一
月
三
〇
日
付
の
『
漢
城
旬
報
』
第
一
〇
号
で
、
清
国
兵
の
横
暴
を
批
判
し
た
記

事
（「
華
兵
犯
罪
」）
に
よ
っ
て
筆
禍
事
件
を
起
こ
し
、
三
月
二
七
日
付
で
『
漢
城
旬
報
』
第
一
六
号
を
刊
行
し
た
後
、
五
月
に
日

本
に
帰
国
し
た
。
そ
の
後
一
八
八
四
年
八
月
、
ま
た
朝
鮮
に
赴
い
た
。
井
上
角
五
郎
は
こ
の
年
の
甲
申
政
変
（
一
八
八
四
年
一
二

月
四
―
六
日
）
に
関
与
し
た
が
、
企
て
に
失
敗
し
て
、
竹
添
進
一
郎
弁
理
公
使
、
金
玉
均
ら
と
日
本
に
逃
れ
た
。
一
八
八
五
（
明

治
一
八
）
年
一
月
、
井
上
馨
全
権
大
使
等
と
共
に
朝
鮮
に
渡
っ
た
。
三
月
、
日
本
に
帰
国
し
、
五
月
、
朝
鮮
に
再
び
渡
っ
た
。
七

月
、
活
字
購
入
の
た
め
に
日
本
に
ま
た
帰
国
し
、
一
一
月
、
朝
鮮
に
渡
っ
た
。
井
上
角
五
郎
は
日
本
と
朝
鮮
の
間
を
慌
た
だ
し
く

往
復
し
た
。

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
一
月
、『
漢
城
周
報
』（
官
報
兼
新
聞
、
週
刊
）
を
博
文
局
よ
り
刊
行
し
た
。『
周
報
』
で
は
、
福

澤
諭
吉
の
勧
め
も
あ
っ
て
漢
字
と
ハ
ン
グ
ル
の
混
用
文
を
公
式
に
用
い
た
。
ハ
ン
グ
ル
は
姜
維
か
ら
学
ん
だ
。
こ
の
年
の
四
月
、

母
ス
ミ
子
の
死
去
（
同
年
二
月
）
で
日
本
に
一
時
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
一
一
月
一
八
日
、
漢
城
を
出
発
し
て
朝
鮮
の
地
方
視
察

の
途
に
就
き
、
同
年
一
二
月
二
三
日
に
釜
山
に
着
い
た
。
道
中
で
見
聞
し
た
こ
と
を
『
時
事
新
報
』
に
「
朝
鮮
日
誌
」「
朝
鮮
在

留
日
誌
」
等
と
し
て
公
表
す
る
と
共
に
、
国
王
・
高
宗
に
報
告
書
・
意
見
書
を
提
出
し
た
。
帰
国
後
は
、『
時
事
新
報
』
の
記
者

を
務
め
た
り
『
交
詢
雑
誌
』
の
編
集
に
あ
た
っ
た
。

一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
六
月
、
移
民
問
題
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
福
沢
諭
吉
の
命
に
よ
り
、
訪
米
し
て
移
民
調
査
に
従
事
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し
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
月
二
日
、
帰
国
し
た
。
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
月
二
八
日
、
福
沢
諭
吉
邸
に
お
い
て

逮
捕
さ
れ
た
。
同
年
四
月
一
三
日
、
予
審
が
終
結
し
、
同
年
八
月
一
日
、
東
京
軽
犯
罪
裁
判
所
に
て
官
吏
侮
辱
罪
の
判
決
（
重
禁

固
五
ヶ
月
、
罰
金
三
〇
円
）
を
下
さ
れ
た
。
こ
れ
は
官
憲
が
井
上
角
五
郎
を
手
始
め
に
し
て
、
甲
申
政
変
の
関
係
者
と
し
て
福
沢

諭
吉
、
後
藤
象
二
郎
ら
を
挙
げ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
二
月
一
一
日
、
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
の
大
赦
に
よ
り
出
獄
し
、
翌
日
、
大
同
団
結
に
参
加
し
、

大
同
新
聞
記
者
と
な
っ
た
。
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一
一
月
、
第
一
回
衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙
に
当
選
し
た
。
一
二
月
の
第

一
回
帝
国
議
会
以
後
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
一
二
月
―
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
六
月
の
期
間
を
除
き
、
一
九
二
四
（
大
正

一
三
）
年
ま
で
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
。
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
以
降
は
北
海
道
炭
坑
鐵
道
株
式
会
社
理
事
を
初
め
と
し

て
、
実
業
界
で
も
手
腕
を
発
揮
し
た
。

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
九
月
二
三
日
、
死
去
。
正
満
寺
（
東
京
都
港
区
）
に
眠
る
。

2
．
井
上
角
五
郎
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究

井
上
角
五
郎
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

Ａ
．
伝
記
（
単
行
書
）

①
古
庄
豊
『
井
上
角
五
郎
君
略
伝
』、
井
上
角
五
郎
君
功
労
表
彰
会
、
一
九
一
九
年
、
東
京
。

②
近
藤
吉
雄
『
井
上
角
五
郎
先
生
伝
』、
井
上
角
五
郎
先
生
伝
記
編
纂
会
、
一
九
四
三
年
、
東
京
。

③
井
上
園
子
『
井
上
角
五
郎
は
諭
吉
の
弟
子
に
て
候
』、
文
芸
社
、
二
〇
〇
五
年
、
東
京
。

井上角五郎の朝鮮情報に関する基礎的調査
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④
『
井
上
角
五
郎
自
記
年
譜
』（
私
家
版
、
刊
行
年
不
明
）。

取
り
上
げ
て
い
る
時
期
は
、
①
は
幕
末
か
ら
大
正
期
ま
で
、
②
、
③
は
幕
末
か
ら
昭
和
期
ま
で
で
あ
る
。
③
は
井
上
角
五
郎
の

孫
の
下
家
園
子
の
著
作
で
あ
る
。
④
は
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
か
ら
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
ま
で
で
あ
る
。

Ｂ
．
関
係
論
文
・
著
書

①
拙
稿
「
井
上
角
五
郎
と
『
漢
城
旬
報
』」『
三
千
里
』
四
〇
、
三
千
里
社
、
一
九
八
四
年
、
東
京
。

②
拙
稿
「
井
上
角
五
郎
と
朝
鮮
―
―
仁
川
ま
で
―
―
」、
宮
嶋
博
史
・
金
容
徳
編
『
近
代
交
流
史
と
相
互
認
識
Ⅰ
』、
慶
應
義
塾
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
東
京
。

③
拙
稿
「
翻
刻：

井
上
角
五
郎
・
今
泉
秀
太
郎
の
甲
申
政
変
遭
難
記
」、
崔
吉
城
・
原
田
環
編
『
植
民
地
の
朝
鮮
と
台
湾
―
―
歴

史
・
文
化
人
類
学
的
研
究
―
―
』、
第
一
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
東
京
。

④
稲
葉
継
雄
「
井
上
角
五
郎
と
『
漢
城
旬
報
』『
漢
城
周
報
』
―
―
ハ
ン
グ
ル
採
用
問
題
を
中
心
に
―
―
」、『
文
芸
言
語
研
究

（
言
語
篇
）』
一
二
、
筑
波
大
学

文
芸
・
言
語
学
系
、
一
九
八
七
年
、
茨
城
県
郡
新
治
郡
桜
村
。

⑤
李
錬
「
韓
国
の
新
聞
成
立
に
果
た
し
た
井
上
角
五
郎
の
役
割
」、『
新
聞
学
評
論
』
三
七
、
日
本
マ
ス
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

会
、
一
九
八
八
年
、
東
京
。

⑥
李
銀
姫
「
開
化
期
朝
鮮
に
お
け
る
井
上
角
五
郎
の
活
動
と
朝
鮮
観
」、『
お
茶
の
水
史
学
』
三
二
、
読
史
会
、
一
九
九
〇
年
、
東

京
。

⑦
崔
碩
莞
「
甲
申
政
変
期
の
井
上
角
五
郎
―
―
日
本
の
甲
申
政
変
企
図
説
の
再
検
討
」、『
日
本
歴
史
』
五
三
三
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
二
年
、
東
京
。
後
に
、『
日
清
戦
争
へ
の
道
程
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
東
京
）
に
収
め
る
。

⑧
金
鳳
珍
「
朝
鮮
の
開
化
と
井
上
角
五
郎
―
―
日
韓
関
係
史
の
『
脱
構
築
』
を
促
す
問
題
提
起
」、『
紀
要
（
東
京
大
学
・
東
洋
文
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化
研
究
所
）』
一
四
〇
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
東
京
。

⑨
飯
田
泰
三
「
書
簡
に
見
る
福
沢
人
物
誌
（
第
一
七
回
）
井
上
角
五
郎
―
―
福
沢
の
朝
鮮
『
開
化
』
政
略
の
担
当
者
」、『
三
田
評

論
』
一
〇
八
三
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
東
京
。

⑩
都
倉
武
之
「
明
治
一
八
年
・
井
上
角
五
郎
官
吏
侮
辱
事
件
（
1
）
密
書
提
出
経
緯
と
裁
判
経
過
を
中
心
に
」、『
近
代
日
本
研

究
』
二
四
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
、
東
京
。

3
．
朝
鮮
に
関
す
る
井
上
角
五
郎
の
名
前
を
付
し
た
著
述
（『
時
事
新
報
』
掲
載
分
）

井
上
角
五
郎
の
名
前
を
付
し
た
朝
鮮
に
関
す
る
著
述
（『
時
事
新
報
』
掲
載
分
）
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

①
「
朝
鮮
在
留
記
」、『
時
事
（
2
）

新
報
』
明
一
六
、
一
・
二
二
―
二
七
、
三
・
一
―
三
、
五：

全
一
〇
回

②
「
遭
難
記
事
」、『
時
事
新
報
』
明
一
七
、
一
二
・
一
九
―
二
〇：

全
二
回

③
「
入
韓
日
記

第
一
」、『
時
事
新
報
』
明
一
七
、
一
二
・
三
一：

全
一
回

④
「
京
城
特
報

第
一
」、『
時
事
新
報
』
明
一
七
、
一
二
・
三
一
、
明
一
八
、
一
・
一：

全
二
回

⑤
「
京
城
特
報

第
二
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
・
五：
全
一
回

⑥
「
入
韓
日
記

第
二
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
・
一
二：
全
一
回

⑦
「
京
城
特
報

第
三
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
・
一
二
、
一
三：
全
二
回

⑧
「
入
韓
日
記

第
三
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
・
一
三：

全
一
回

⑨
「
京
城
特
報

第
四
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
・
一
五
、
一
六：

全
二
回
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⑩
「
京
城
特
報

第
五
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
・
一
九
、
二
〇：

全
二
回

⑪
「
入
韓
日
記

第
四
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
・
二
八：

全
一
回

⑫
「
豈
に
こ
れ
不
敬
な
ら
ん
や
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
二
・
一
七：

全
一
回

⑬
「
朝
鮮
最
近
報
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
三
・
一
八：

全
一
回

⑭
「
朝
鮮
国
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
三
・
一
九：

全
一
回

⑮
「
朝
鮮
の
騒
擾
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
三
・
二
四：

全
一
回

⑯
「
帰
航
日
記
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
三
・
二
五
、
二
六
、
二
八
、
三
〇
、
三
一：

全
五
回

⑰
「
京
城
雑
記
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
四
・
一
―
四
、
七
、
八
、
一
〇
、
一
一
、
一
三
、
一
六
、
一
七
、
七
・
一
一：

全
一

二
回

⑱
「
朝
鮮
新
た
に
三
局
を
設
く
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
四
・
二：

全
（
3
）

一
回

⑲
「
渡
航
日
記
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
五
・
四
、
一
二
、
二
一：

全
三
回

⑳
「
朝
鮮
日
誌

第
一

長
崎
に
て
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
〇
・
三
〇：

全
一
回

㉑
「
朝
鮮
日
誌

第
二

仁
川
港
に
て
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
一
・
一
四
、
一
六：

全
二
回

㉒
「
朝
鮮
日
誌

第
三
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
一
・
二
五
―
二
七
、
三
〇
、
一
二
・
一
、
五
、
八：

全
七
回

㉓
「
朝
鮮
日
誌

第
四
」、『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
二
・
一
二
、
一
四
、
一
五：

全
三
回

㉔
「
朝
鮮
日
誌

第
五
」（
欠
）

㉕
「
朝
鮮
日
誌

第
六
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
一
・
六
―
九
、
一
二：
全
五
回

㉖
「
朝
鮮
日
誌

第
七
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
二
・
六
、
一
二：

全
二
回
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㉗
「
朝
鮮
日
誌

第
八
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
三
・
六：

全
一
回

㉘
「
朝
鮮
日
誌

第
九
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
三
・
九
、
四
・
三
、
六：

全
三
回

㉙
「
朝
鮮
日
誌

（
4
）

第
十
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
四
・
一
六
、
六
・
一
八：

全
二
回

㉚
「
朝
鮮
日
誌

第
十
一
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
七
・
一
〇：

全
一
回

㉛
「
朝
鮮
日
誌

第
十
二
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
七
・
三
一：

全
一
回

32
「
朝
鮮
日
誌

第
十
三
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
八
・
一
七
、
二
〇
、
二
三：

全
三
回

33
「
朝
鮮
日
誌

第
十
四
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
九
・
七：

全
一
回

34
「
朝
鮮
在
留
日
誌

第
十
五
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
九
・
二
八
、
三
〇：

全
二
回

35
「
朝
鮮
在
留
日
誌

第
十
六
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
一
〇
・
一
、
一
一
・
一
八：

全
二
回

36
「
朝
鮮
在
留
日
誌

第
十
七
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
一
〇
・
二
一：

全
一
回

37
「
朝
鮮
在
留
日
誌

第
十
八
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
一
〇
・
二
三
、
一
一
・
六：

全
二
回

38
「
朝
鮮
在
留

（
5
）

マ
マ

日
記
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
一
一
・
一
八：

全
一
回

39
「
朝
鮮
在
留
（
6
）

日
誌
」、『
時
事
新
報
』
明
一
九
、
一
一
・
二
四：

全
一
回

40
「
朝
鮮
遊
覧
日
誌
」、『
時
事
新
報
』
明
二
〇
、
一
・
五
―
八
、
一
〇
―
一
三
、
一
五
、
二
〇
、
二
一
、
二
四
、
二
八
、
三
一
、

二
・
二
―
四
、
七
、
一
〇
、
一
二
、
一
四
、
一
八
、
二
二
、
二
六
、
二
八
、
三
・
二
―
四
、
八
、
一
〇
、
一
五
、
一
八
、
一

九
、
二
一：

全
三
（
7
）

四
回

41
「
朝
鮮
国
王
退
位
の
風
説
」、『
時
事
新
報
』
明
二
〇
、
二
・
二
四：

全
一
回

42
「
甲
申
事
変
の
前
後
」、『
時
事
新
報
』
明
四
三
、
八
・
二
四
―
二
八：

全
五
回
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43
「
福
沢
先
生
の
手
記
を
読
む
」、『
時
事
新
報
』
明
四
三
、
九
・
一
二：

全
一
回

4
．
井
上
角
五
郎
が
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
無
記
名
の
朝
鮮
著
述

（「
朝
鮮
京
城
通
信
」、『
時
事
新
報
』）

『
時
事
新
報
』
掲
載
の
井
上
角
五
郎
の
朝
鮮
に
関
す
る
著
述
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
前
記
3
が
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
無
署

名
だ
が
「
朝
鮮
京
城
通
信
」
と
い
う
見
出
し
の
連
載
記
事
の
中
に
井
上
角
五
郎
が
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

理
由
は
二
点
あ
る
。
第
一
は
、
明
治
一
六
年
八
月
二
一
日
付
所
載
の
「
朝
鮮
京
城
通
信
」
の
冒
頭
に
、「
朝
鮮
漢
城
在
留
の
井

上
角
五
郎
君
よ
り
達
し
た
る
八
月
六
日
付
の
書
状
に
曰
く
…
…
御
座
候
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
同
日
付
の
「
朝
鮮
京
城
通
信
」

が
井
上
角
五
郎
の
書
状
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
井
上
角
五
郎
は
朝
鮮
政
府
の

統
理
外
衙
門
に
雇
用
さ
れ
て
（
8
）

い
た
の
で
、
朝
鮮
政
府
内
に
於
い
て
機
微
に
触
れ
る
情
報
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
日
本
人
は
井
上
角
五
郎
ぐ
ら
い
で
、
彼
は
前
述
の
「
井
上
角
五
郎
自
記
年
譜
」
に
お
い
て
、
差
し
障
り
の
な
い

ニ
ュ
ー
ス
は
署
名
入
り
で
、
差
し
障
り
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
無
署
名
で
『
時
事
新
報
』
に
発
表
し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
。

「
朝
鮮
京
城
通
信
」
を
す
べ
て
井
上
角
五
郎
が
執
筆
し
た
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
取
り
上
げ
て
お
く
。
ち
な
み

に
、「
朝
鮮
京
城
通
信
」
以
外
に
も
「
朝
鮮
京
城
近
信
」、「
朝
鮮
京
城
近
況
」、「
朝
鮮
近
況
」「
朝
鮮
京
城
特
通
信
」、「
朝
鮮
京
城

雑
記
」、「
京
城
通
信
」
な
ど
の
見
出
し
が
あ
る
。
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「
朝
鮮
京
城
通
信
」（『
時
事
新
報
』）

明
治
一
六
年

明
一
七
年

明
一
八
年

明
一
九
年

明
二
〇
年

二
・
一
〇

四
・
七
、
九
―
一
三

五
・
四
、
五
、
七
―

一
一
、一
七
、二
一

―
二
六
、
二
八
、

二
九
、
三
一

六
・
一
、
六
、
三
〇

七
・
二
―
四

八
・
二
一

九
・
二
九

一
・
二
四
、
二
五

二
・
二
三
、
二
五

四
・
一

五
・
二
一
、
二
三
、

二
四
、
二
六

一
一
・
二
六
、
二
七

一
・
二
八

二
・
五
、
六
、
一
七

三
・
五
、
二
四

五
・
七
―
九
、
一
一
―

一
三
、
二
一
、
二
六

六
・
一
―
六
、
一
〇
、

一
二
、
一
三
、
一
七

―
一
九
、
二
三
、

二
四
、
二
七

七
・
一
―
三
、
七
、
八
、

一
〇
、
二
〇
―
二
二

八
・
三
、
二
二

九
・
二
、
二
九

一
一
・
一
二
、
二
四

一
・
五
、
六

二
・
四

三
・
四
、
五
、
八
、

三
〇

七
・
二
七
、
三
〇

八
・
一
六
、
二
一

九
・
六
、
二
五

一
〇
・
一
九

一
一
・
六
、
一
〇
、

一
一
、
二
七

二
・
九
、
二
八
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5
．
朝
鮮
に
関
す
る
井
上
角
五
郎
の
雑
著

こ
こ
で
は
朝
鮮
に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
に
論
究
し
た
井
上
角
五
郎
の
著
述
を
雑
著
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
雑
著
は
、
大
ま
か

に
分
け
て
、
Ａ
．『
交
詢
雑
誌
』
掲
載
の
も
の
（
2
―
30
）、
Ｂ
．
朝
鮮
経
営
に
関
す
る
も
の
（
30
、
32
―
34
）、
Ｃ
．
金
玉
均
等

（
甲
申
政
変
関
係
）
に
関
す
る
も
の
（
31
、
35
―
38
）、
Ｄ
．『
故
紙
羊
存
』
掲
載
の
も
の
（
1
、
30
―
31
）
の
四
つ
に
分
け
ら
れ

る
。こ

の
中
で
Ａ
は
、
漢
文
と
朝
鮮
語
を
マ
ス
タ
ー
し
て
現
地
に
溶
け
込
ん
だ
井
上
角
五
郎
が
記
録
し
た
現
地
情
報
で
あ
り
貴
重
で

あ
る
。
Ｃ
は
井
上
角
五
郎
自
身
が
関
わ
っ
た
金
玉
均
ら
の
甲
申
政
変
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
た
情
報
以

外
の
物
は
呈
示
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｄ
は
井
上
角
五
郎
の
私
家
版
著
作
集
で
あ
る
。

①
「
渡
韓
の
目
的
」（
明
一
五
、
一
二
）、『
故
紙
羊
存
』
第
一
、
自
家
版
、
明
四
〇
、
四
、
東
京
。

②
「
朝
鮮
紀
聞
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
五
六
、
明
一
七
、
七
・
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

③
「『
朝
鮮
ニ
テ
販
酒
ノ
儀
ニ
付
キ
質
問
（
尾
張
社
員

大
崎
次
郎
八
）』
へ
の
『
解
答
』」、『
交
詢
雑
誌
』
一
五
七
、
明
一
七
、

七
・
一
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

④
「
朝
鮮
紀
聞
（
続
）」、『
交
詢
雑
誌
』
一
五
七
、
明
一
七
、
七
・
一
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑤
「
朝
鮮
紀
聞
（
続
）」、『
交
詢
雑
誌
』
一
五
八
、
明
一
七
、
七
・
二
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑥
「
朝
鮮
紀
聞
（
続
）」、『
交
詢
雑
誌
』
一
五
九
、
明
一
七
、
八
・
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑦
「
朝
鮮
紀
聞
（
完
）」、『
交
詢
雑
誌
』
一
六
二
、
明
一
七
、
九
・
五
、
交
詢
社
、
東
京
。
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⑧
「
朝
鮮
料
理
」（「
朝
鮮
料
理
の
質
問

社
員
某
」
へ
の
「
答
」）、『
交
詢
雑
誌
』
一
八
四
、
明
一
八
、
四
・
一
五
、
交
詢
社
、

東
京
。

⑨
「
朝
鮮
料
理
ノ
答
追
加
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
八
八
、
明
一
八
、
五
・
二
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑩
「
朝
鮮
新
た
に
三
局
を
設
く
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
八
九
、
明
一
八
、
六
・
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑪
「
朝
鮮
国
の
冠
婚
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
〇
、
明
一
八
、
六
・
一
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑫
「
親
族
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
一
、
明
一
八
、
六
・
二
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑬
「
文
科
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
一
、
明
一
八
、
六
・
二
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑭
「
文
科
（
続
き
）」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
二
、
明
一
八
、
七
・
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑮
「
文
字
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
二
、
明
一
八
、
七
・
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑯
「
居
住
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
三
、
明
一
八
、
七
・
一
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑰
「
通
貨
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
四
、
明
一
八
、
七
・
二
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑱
「
階
級
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
四
、
明
一
八
、
七
・
二
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑲
「
区
画
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
五
、
明
一
八
、
八
・
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

⑳
「
宗
教
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
七
、
明
一
八
、
八
・
二
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

㉑
「
恵
商
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
八
、
明
一
八
、
九
・
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

㉒
「
為
替
」、『
交
詢
雑
誌
』
一
九
九
、
明
一
八
、
九
・
一
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

㉓
「
朝
鮮
の
言
ひ
伝
へ
」、『
交
詢
雑
誌
』
二
二
六
、
明
一
九
、
六
・
一
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

㉔
「
廛
及
び
場
」、『
交
詢
雑
誌
』
二
二
七
、
明
一
九
、
六
・
二
五
、
交
詢
社
、
東
京
。
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㉕
「
暦
日
」、『
交
詢
雑
誌
』
二
二
八
、
明
一
九
、
七
・
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

㉖
「
京
城
の
物
価
」、『
交
詢
雑
誌
』
二
三
二
、
明
一
九
、
八
・
一
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

㉗
「
朝
鮮
牛
の
（
9
）

義
答
」、『
交
詢
雑
誌
』
二
三
七
、
明
一
九
、
一
〇
・
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

㉘
「
朝
鮮
事
情
雑
記
」、『
交
詢
雑
誌
』
二
五
〇
、
明
二
〇
、
二
・
一
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

㉙
「
露
国
と
朝
鮮
」、『
交
詢
雑
誌
』
四
〇
五
、
明
二
四
、
六
・
一
五
、
交
詢
社
、
東
京
。

㉚
「
朝
鮮
改
革
ノ
意
見
」、
自
家
版
、
明
二
七
。
後
に
『
交
詢
雑
誌
』
四
九
九
（
明
二
七
、
一
二
・
一
五
、
交
詢
社
、
東
京
）
に

「
朝
鮮
改
革
の
意
見
」
と
し
て
、『
故
紙
羊
存
』
第
一
（
自
家
版
、
明
四
〇
、
四
、
東
京
）
に
『
朝
鮮
改
革
意
見
』
と
し
て
、
加

筆
の
上
そ
れ
ぞ
れ
収
め
る
。

㉛
「
嗚
呼
金
玉
均
氏
」（
明
三
三
、
三
・
二
八
）。『
故
紙
羊
存
』
第
一
に
収
め
る
。
た
だ
し
、
目
次
で
は
「
嗚
呼
」
を
欠
い
て
い

る
。

32
「
満
韓
の
経
営
」、『
実
業
世
界

太
平
洋
』
二
―
一
二
、
明
三
七
、
六
・
一
五
、
博
文
館
、
東
京
。

33
「
朝
鮮
合
邦
に
就
て
」（
表
紙
で
は
「
朝
鮮
の
合
邦
に
就
て
」
と
な
っ
て
い
る
）、『
雄
弁
』
九
、
明
四
三
、
一
〇
・
一
、
大
日

本
図
書
株
式
会
社
、
東
京
。

34
「
朝
鮮
に
於
け
る
日
本
人
の
事
業
を
評
す
」、『
実
業
倶
楽
部
』（『
実
業
世
界

太
平
洋
』
を
改
題
）
一
―
九
、
明
四
四
、
八
・

一
、
博
文
館
、
東
京
。

35
「
関
係
書
類
は
何
も
な
い
」、
葛
生
玄
晫
（
東
介
）
編
『
金
玉
均
』、
大
五
、
三
・
二
八
、
民
友
社
、
東
京
。

36
「
朝
鮮
事
変
に
就
い
て
」、『
講
演
』
六
五
、
昭
四
、
二
・
二
〇
、
東
京
講
演
会
、
東
京
。

37
「
朝
鮮
事
変
に
就
い
て
」『
明
治
文
化
研
究
』
五
―
四
、
昭
四
、
四
・
一
、
明
治
文
化
研
究
会
、
東
京
。
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38
「
金
玉
均
君
の
回
想
（
一
〜
三
）」、『
古
筠
』
一
〜
三
、
昭
一
〇
、
八
、
古
筠
会
、
東
京
。

6
．
朝
鮮
に
関
す
る
井
上
角
五
郎
の
単
行
書

こ
こ
で
は
朝
鮮
に
関
す
る
井
上
角
五
郎
の
単
行
書
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
も
含
む
）
を
取
り
上
げ
る
。

①
『
漢
城
之
残
夢
』

初
版
は
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
一
〇
月
に
私
家
版
と
し
て
出
版
さ
れ
、
第
二
版
は
春
陽
堂
（
東
京
市
日
本
橋
区
通
四
丁
目

五
番
地
）
か
ら
同
二
四
年
一
二
月
一
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
東
陽
堂
（
東
京
市
日
本
橋
区
葦
屋
町
）
の
『
風
俗
画
報
』
八

四
（
明
治
二
八
年
）
に
転
載
さ
れ
た
。
後
に
金
玉
均
と
朴
泳
孝
の
「
序
」
と
井
上
角
五
郎
自
身
の
「
自
序
」
を
除
い
た
本
文
が

『
故
紙
羊
存
』
第
一
（
明
治
四
〇
年
四
月
）
に
収
め
ら
れ
た
。
井
上
角
五
郎
の
「
自
序
」
は
、「
漢
城
之
残
夢
序
言
」
と
し
て
『
故

紙
羊
存
』
第
二
（
明
治
四
〇
年
八
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

②
『
張
嬪

朝
鮮
宮
中
物
語
』

井
上
角
五
郎
立
案
、
福
地
源
一
郎
手
稿
。
庚
寅
新
誌
社
（
東
京
市
京
橋
区
鎗
屋
町
一
五
番
地
）
よ
り
、
一
八
九
四
（
明
治
二

七
）
年
一
二
月
に
刊
行
さ
れ
、
後
に
日
本
評
論
社
の
『
明
治
文
化
全
集
』
一
三
（
昭
和
三
年
）
に
収
め
ら
れ
た
。「
序
」
は
『
故

紙
羊
存
』
第
二
（
明
治
四
〇
年
八
月
）
に
「
張
嬪
題
言

其
一
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

③
『
朝
鮮
改
革
ノ
意
見
』

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
一
〇
月
に
、
井
上
馨
が
公
使
と
し
て
朝
鮮
に
赴
任
し
た
際
に
井
上
角
五
郎
が
提
言
し
た
も
の
を
、

翌
月
の
一
一
月
に
私
家
版
で
公
刊
し
た
。
後
に
、「
朝
鮮
改
革
の
意
見
」
と
し
て
、
一
八
九
四
年
一
二
月
に
『
交
詢
雑
誌
』
四
九
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九
（
交
詢
社
）
に
発
表
し
、『
故
紙
羊
存
』
第
一
（
明
治
四
〇
年
四
月
）
に
、「
朝
鮮
改
革
意
見
」
と
し
て
収
め
る
。

④
『
渡
韓
視
察
ノ
大
要
』

東
京
商
工
会
議
所
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、
東
京
。『
故
紙
羊
存
』
第
二
（
明
治
四
〇
年
八
月
）
に
、「
渡
韓
視
察
の
大

要
」
と
し
て
収
め
る
。

⑤
『
福
沢
諭
吉
先
生
の
朝
鮮
御
経
営
と
朝
鮮
現
代
の
文
化
と
に
就
い
て
』（
私
家
版
）、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
二
月
、
東
京
。

⑥
『
金
玉
均
君
に
就
い
て
』、
中
央
朝
鮮
協
会
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
、
東
京
。

お
わ
り
に

わ
ず
か
三
年
間
（
一
八
八
三
―
一
八
八
六
）
の
滞
在
に
も
拘
わ
ら
ず
、
井
上
角
五
郎
が
収
集
発
信
し
た
朝
鮮
情
報
は
相
当
な
分

量
で
、
内
容
も
新
鮮
で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
発
表
場
所
と
し
て
多
い
の
は
、
ま
ず
『
時
事
新
報
』、
続
い
て
『
交
詢
雑
誌
』

で
、
い
ず
れ
も
慶
應
義
塾
系
の
言
論
媒
体
で
あ
る
。
朝
鮮
に
渡
る
際
に
福
沢
諭
吉
か
ら
朝
鮮
情
報
を
送
る
よ
う
に
指
示
を
受
け
た

こ
と
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
八
八
年
に
官
吏
侮
辱
罪
で
服
役
し
た
後
は
、
金
玉
均
等
を
中
心
と
す
る
甲

申
政
変
（
一
八
八
四
年
）
関
係
の
も
の
が
数
点
と
雑
著
が
あ
る
だ
け
で
、
過
去
三
年
間
の
朝
鮮
で
の
情
報
発
信
量
に
比
べ
て
遙
か

に
少
な
い
。

『
時
事
新
報
』
に
発
表
し
た
場
合
、
記
事
に
は
署
名
入
り
と
無
署
名
の
二
通
り
が
あ
る
。
署
名
入
り
で
は
差
し
支
え
る
記
事
は

無
署
名
で
「
朝
鮮
京
城
通
信
」
な
ど
に
書
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
聞
記
事
と
し
て
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
以
外
に
も
、
井
上
角
五

郎
は
か
な
り
頻
繁
に
福
沢
諭
吉
に
朝
鮮
の
情
報
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
八
八
八
年
に
逮
捕
さ
れ
た
時
、
朝
鮮
に
関
す

180



る
資
料
は
処
分
さ
れ
、
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
（
井
上
角
五
郎
「
関
係
書
類
は
何
も
な
い
」、
葛
生
玄
晫
編
『
金
玉
均
』、
民
友

社
、
大
正
五
年
、
東
京
）。

し
か
し
な
が
ら
、
処
分
さ
れ
た
と
は
い
え
、
甲
申
政
変
前
後
の
朝
鮮
の
状
況
を
知
ろ
う
と
す
る
と
き
、
頼
り
に
な
る
資
料
の
一

つ
は
間
違
い
な
く
井
上
角
五
郎
の
朝
鮮
情
報
で
あ
る
。
福
沢
諭
吉
の
朝
鮮
論
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
で
あ
る
。
今
後

更
に
井
上
角
五
郎
そ
の
他
の
資
料
を
発
掘
す
る
と
と
も
に
、
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

注（
1
）
『
時
事
新
報
』
明
治
一
六
年
一
月
二
二
日
付
「
朝
鮮
通
信
」。『
時
事
新
報
』
は
、
福
沢
諭
吉
が
明
治
一
五
年
に
創
刊
し
た
新
聞
。
日
曜

日
は
休
刊
。

（
2
）
本
文
中
の
「
明
一
六
、
一
・
二
二
―
二
七
」
は
、「
朝
鮮
在
留
記
」
が
『
時
事
新
報
』
の
明
治
一
六
年
一
月
二
二
、
二
三
、
二
四
、
二

五
、
二
六
、
二
七
日
付
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

（
3
）
『
神
戸
又
新
日
報
』
か
ら
の
転
載
。
甲
申
政
変
に
関
す
る
も
の
で
、「
遭
難
記
事
」（『
時
事
新
報
』
明
一
七
、
一
二
・
一
九
―
二
〇：

全

二
回
）
と
重
複
。

（
3
）
『
交
詢
雑
誌
』
一
八
九
（
明
一
八
、
六
・
五
）
掲
載
の
も
の
を
一
部
省
略
し
て
転
載
。
な
お
、『
交
詢
雑
誌
』
は
、
福
沢
諭
吉
が
一
八
八

〇
年
（
明
治
一
三
年
）
に
創
刊
し
た
言
論
雑
誌
（
旬
刊
）。

（
4
）
四
・
一
六
付
は
、「
第
十
」
を
「
第
十
一
」
と
誤
記
。

（
5
）
番
号
を
欠
く
。

（
6
）
番
号
を
欠
く
。

（
7
）
井
上
角
五
郎
の
私
家
版
著
作
集
と
も
称
す
べ
き
『
故
紙
羊
存
』
の
第
三
（
山
口
四
郎
刊
、
東
京
、
明
治
四
一
年
三
月
二
三
日
）
に
収
め
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る
。

（
8
）
『
時
事
新
報
』
明
一
八
、
一
・
二
〇
付
。

（
9
）
『
交
詢
雑
誌
』
二
三
二
の
阿
部
孝
助
の
質
問
に
答
え
た
も
の
（「
朝
鮮
牛
ノ
義

質
問

東
京
社
員

阿
部
孝
助
」、『
交
詢
雑
誌
』
二
三

二
、
明
一
九
、
八
・
一
五
）。
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